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本日の講演内容

自己紹介・組織紹介

防災DXの方向性と現実の課題

防災DXへのはじめの一歩「SIP4D（基盤的防災情報流通ネットワーク）」

防災DXの近未来

結び
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防災科研の研究開発

災害をリアルタイムで観測・予測するための研究開発の推進

自然災害ハザード・リスク
評価に関する研究

火山災害の観測予測研究地震・津波予測技術の戦略的高度化研究

多様化する雪氷災害の危険度
把握と面的予測の融合研究

マルチセンシングに基づく
水災害予測技術の開発

自然災害情報の利活用に基づく
災害対策に関する研究

防災科学技術に関する基礎研究及び基盤的研究開発の推進

(1) (2) 社会基盤の強靱性の向上を
目指した研究開発の推進

(3) 災害リスクの低減に向けた基盤的研究開発の推進

実大三次元震動破壊実験施設等
研究基盤を活用した地震減災研究



「知を結集する」総合防災情報センター

社会

総合防災情報センター

ALLｾｸﾀｰ、ALLﾌｪｰｽﾞ、
ALLﾊｻﾞｰﾄﾞ、ALLﾘｽｸ
を志向した横断的・統
合的な情報プロダクツ

提供

回復情報

対応情報

予防情報

対策効果ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ

対策技術情報

ﾚｼﾞﾘｴﾝｽ評価情報

観測・予測情報

対応支援情報

事後検証情報

被害推定情報

復旧・復興支援情報

所内外と連携して「知の結集」を行い、防災研究成果や災害情報を
集約、再編して、統合的に発信するﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑを構築。

学協会・大学・研究機関・外部研究プロジェクト・災害対応機関等協同体等
防災科研が中核
機関となり協働で
検討・実装

事例情報

レジリエンス評価
情報に基づき、適
切な対策技術と実
践事例を統合的に
提供することで適
切な「予防」を支援。

ﾊｻﾞｰﾄﾞの観測・予測、
災害後の被害推定
情報、対応を支援す
る情報を統合的に
提供することで的確
な「対応」を支援。

復旧・復興を支援
する情報を統合的
に提供し、事後検
証を支援すること
で、よりよい「回
復」を支援。災害アーカイブ

適切な情報に基
づく適切な行動に
より、社会全体の
レジリエンス向上
を支援

！
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風水害

雪害

地震災害

津波災害

火山災害

レジリエンス評価
マップの例

対応支援情報サイトの例

災害アーカイブの例
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予測
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各研究部門・ｾﾝﾀｰ

連携

防災科学技術に関する国内外の「知の結集」と「研究成果の最大化」を目指し、様々な情報及び資料を
「集約」し、社会における災害対策に有効な情報プロダクツとして「再編」し、効果的に「発信」する。

連携
・共有

http://ecom-plat.jp/nied-cr/index.php?gid=10088


「イノベーション共創本部」と「I-レジリエンス株式会社」
防災科研は、民間企業、大学・研究機関、自治体・政府関係者、市民の皆さまと協働して防災科学技術に関するイノベーションを創出するため、

2020年7月に「イノベーション共創本部」を設置。科技・イノベ活性化法改正に基づき、2021年11月「I-レジリエンス株式会社」へ出資。
「産学官民のステークホルダーとの連携の仕組みの構築（Customer Relationship）」、「社会のニーズを的確に捉え、社会変革をもたらす
研究開発の推進（Market-in-Research Design）」、「情報プロダクツのカスタマイズ・提供（Product Management）」の3つの柱のサ
イクルを回し、社会のレジリエンスの向上・防災力の強化に貢献する。

懇談会



防災DXの方向性と現実の課題



デジタル田園都市国家構想基本方針（2022.6.7閣議決定）

デジタル田園都市国家構想実現会議（第2回, 2021.12.28）資料より抜粋

デジタル田園都市国家構想基本方針（2022.6.7閣議決定）より抜粋



デジタル田園都市国家構想基本方針における防災の記述

デジタル田園都市国家構想基本方針（2022.6.7閣議決定）より抜粋



デジタル社会の実現に向けた重点計画（2022.6.7閣議決定）
※2021.6.18→2021.12.24に続いて3回目

デジタル社会の実現に向けた重点計画（2022.6.7閣議決定）より抜粋



デジタル社会の実現に向けた重点計画における防災の記述

デジタル社会の実現に向けた重点計画（2022.6.7閣議決定）より抜粋



科学技術・イノベーション基本計画（2021.3.26閣議決定）
Society5.0とサイバー・フィジカルシステム

科学技術・イノベーション基本計画（2021.3.26閣議決定）より抜粋 内閣府HPより抜粋



科学技術・イノベーション基本計画における防災の記述

科学技術・イノベーション基本計画（2021.3.26閣議決定）より抜粋



内閣府「防災・減災、国土強靱化新時代の実現のための提言」
「直接死も関連死もなくしたい」という思いの元、取組の飛躍的加速を目指して議論・検討・提言

2021.5.25

内閣府「防災・減災、国土強靱化新時代の実現のための提言」より抜粋



内閣府「防災・減災、国土強靱化新時代の実現のための提言」におけるデジタル技術の記述

今すぐ実現するべきもの 今後10年で実現するべきもの

内閣府「防災・減災、国土強靱化新時代の実現のための提言」より抜粋



災害対応の実態
災害対応の現場では、極限状態の中で、被害、復旧、要請等、
様々な状況を迅速に把握し、的確に意思決定・行動すること

が求められる

そのために「情報」が不可欠



災害対応における情報共有の課題
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現場には現場で得られた情報しかない。被災状況を俯瞰的・総合
的に把握できない等、情報共有が不十分なまま、個々で災害対応。

＜電話・紙地図の文化＞＜外から情報が入ってこない＞

電話攻めによる情報収集 ここで見るしかない被災状況



災害対応における情報共有の課題

18

？

第1報
（9/9）

第10報
（9/12）

第36報
（9/26）

例：令和元年房総半島（台風15号）による住家被害報告の推移（千葉県）

• 全容把握の困難性⇔迅速・的確な対応の必要性
• 「全容把握ができるまで対応しない」というわけにはいかない

• 「闇雲に対応する」というわけにもいかない

• いち早く被害状況の全容を把握したい



災害情報の実態
• 災害情報の現状

• 府省庁・関係機関・学協会・企業・個人等からの情報発信は活発化
• 情報は分散して存在し、精度（空間・時間・主題）や不確実性は異なる

• 研究開発の起点
• この現状を踏まえつつ、情報を余すことなく防災（予防・対応・回復）に活用
する科学技術とそれを社会実装する方法を創出する必要がある



防災DXへのはじめの一歩
「SIP4D（基盤的防災情報流通ネットワーク）」



災害時情報共有の必要性（理想像）

災害時、個人・組織は
同時並行で異なる活動をする
そのそれぞれが固有の情報を
保有している
＝状況認識が異なる

個人・組織同士が
情報共有によって状況認識を統一することが、
社会全体として的確な災害対応を実行するための鍵
 情報を「共に」「有する」
 「知らない」を無くす



SIP4D（基盤的防災情報流通ネットワーク）
エスアイピーフォーディー 内閣府総合科学技術・イノベーション会議

SIP（戦略的イノベーション創造プログラム）
第1期に防災科研・日立が開発Shared Information Platform for Disaster Management

災害現場で活動する災害対応機関での情報活用

現場と各機関をつなぐ「パイプライン」を実現し、国全体としての災害対応の効果最大化

情報共有

災害現場で役立つ情報プロダクツ情報収集

・建物被害推定
・道路通行可否
・避難所状況 等

情報作成・集約

災害時情報集約
支援チーム

a省
データベース

bセンター
データベース

c機関
データベース

d団体
データベース e観測データ f被害推定

データ
gリアルタイム
評価データ

h分析
データ

Information Pipeline

SIP4D: Shared Information Platform for Disaster Management



SIP4Dで共有される様々なデータ



民間のデータ＋行政のデータ→支援機関の意思決定
 

 



SIP4Dを介した災害時の情報共有の流れ

防災クロスビュー（bosaiXview）

国民、研究機関、民
間等への情報発信

ISUT-SITE

自衛隊・消防・警察・
DMAT等災害対応機
関等への情報発信

自治体提供情報

通行実績

被害情報

順次拡大

自然

風水害

雪害

地震災害

津波災害

火山災害

社会

各種ハザード・リスク情報

クリアリングハウス

標準災害情報
プロダクツ

等

等

等

等

防災科研

府省庁

自治体

民間

災対ツールキットでの入力

等

ISUT

各機関保有の
防災情報システム 都道府県システム、

保健医療活動支援
システム、ため池防災
支援システム等への
情報共有

※一般公開情報のみ

※本来は双方向だが、簡略化のため一方向で表現

※災害対応機関限定、ID/PWあり

https://xview.bosai.go.jp

https://xview.bosai.go.jp/


防災クロスビュー

メニュー 情報表示部

平常時は過去の記録や現在の観測、未来の災害リスク。災害時は発生状況、進行状況、
復旧状況、関連する過去の災害、二次災害発生リスクなどの災害情報をを重ね合わせ
て（クロスさせて）、災害の全体を見通し（view)、予防・対応・回復を通じて活用
できるシステムを目指しています。 URL：https://xview.bosai.go.jp/

bosaiXviewは
PC・スマホ・タブ
レットで閲覧可能

https://xview.bosai.go.jp/


2014：社会実装に向けて府省庁・都道府県への説明開始



災害対応現場の三大迷惑
（県災害対応担当の言葉）

①国

②マスコミ

③研究者



2015：茨城県常総市において、鬼怒川が決壊、市街地で浸水被害



研究だから現場の邪魔はしてはいけない…
↓

研究だからこそ失敗を恐れず
現場に入ろう。
今できる限りの

災害対応支援をしながら
現場のニーズと課題を知り、
それに応える研究をしよう
（アクションリサーチ）



平成27年9月関東・東北豪雨対応（現地対応期間：9/11-30）
SIP4Dチームとしての初の災害現場実践投入



震度６弱以上が広域に広がる地震が繰り返し発生

2016年熊本地震

平成２８年４月１４日

２１：３５頃発生地震

前震 M６．４

平成２８年４月１６日

０１：２５頃発生地震

本震 M７．３



１５万棟を超える建物被害、最大１８万人を超える避難者

2016年熊本地震

（写真：防災科研撮影）



初日から現場に入る、最初は廊下での活動から

4月14日 前震発生
4月15日 職員１名が熊本県庁（熊本県災害対策本部）に到着

4月16日 本震発生
職員５名を増員して熊本県庁（熊本県災害対策本部）、益城町役場等へ派遣

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
以降、全所的な活動を継続

 防災科研 災害対策本部会議を２５回以上実施
 常時３～５名の防災科研職員が熊本県庁に常駐
 熊本県入りした防災科研職員は１００名以上
 林 春男理事長が６回訪問し、熊本県知事、政府現
地対策本部長（内閣府副大臣）等と対応策を検討



災害医療派遣チーム（DMAT）からの要望
4/16 07:55
DMAT事務局が道路情報をさがしているとのこと。
つくばから支援できますか？

4/16 09:19
熊本県庁から紙地図（道路不通地点に×印がされている）の写真を入手

4/16 13:31
現地DMATで、EMISにアップしてもらいます。喜んでもらっています！

熊本県道路情報

医療機関情報(EMIS)

交通規制＋医療機関

SIP4D



政府現地災害対策本部長からの要望

医療機関情報(EMIS)

4/28
交通規制地図と避難所情報の重ね合わせはないか？避難所支援に行くとき非常に役に立つ。
（政府現地災害対策本部長）

その後、避難所を巡回する災害対応機関から多数のオーダー

熊本県避難所情報

熊本市避難所情報

交通規制＋避難所情報熊本県道路情報

SIP4D



熊本県危機管理防災企画監からの要望

交通規制＋避難所+土砂災害地点＋河川施設被害地点

6/16
県災害対策本部で大雨の際の対応を検討する地図として、道路規制情報のほか、河川の堤防亀裂など、
具体的な被害状況の見える情報が入っている地図が欲しい。（熊本県危機管理防災企画監）

熊本県道路情報

避難所情報

土砂災害,河川被害
(国交省DiMAPS)

8月末まで県災害対策本部に随時提供

SIP4D



個別説明・ニーズ把握

市職員への説明（阿蘇市）

内閣府大臣・副大臣・政務官等への説明

熊本県知事への説明



活用事例

自衛隊による避難所状況の確認 学会等による調査の基盤地図としての活用
（中川和之氏より提供）

JVOADによる避難所への分担巡回検討熊本県対策本部による対応検討



政府現地対策本部内に席をいただく



作成・共有した情報プロダクツ



SIP4Dの社会実装に向けた動き

総合防災情報センター設置







2020 防災行政への貢献
災害時情報集約支援チーム（ISUT）
としての支援活動が定着
発災直後より内閣府と連携、熊本・
鹿児島両県庁へ職員を派遣
SIP4Dを活用したISUT情報共有サイ
ト（ ISUT-SITE）・防災クロス
ビュー（旧NIED-CRS）により災害
情報をWeb発信
現地災対本部や関係省庁連絡会議に
おける共通状況図としての活用
災害対応機関による利活用が進む
孤立集落解消に向け各機関の情報を
統合した共通状況図を提供し対策に
活用

2021 防災基本計画記載

7月豪雨

福島県沖地震

防災基本計画に情報共有の仕組み
としてSIP4Dが記載
熱海市土砂災害では静岡県・熱海
市にISUTとして現地派遣
災害発生前後の動態情報の切り出
し表示を本災害で初めて実施
SIP4Dの情報から作成した状況図
が大臣視察・副知事会見等の資料
として利用された
8月の大雨災害では佐賀県にISUT
として派遣
3月の福島県沖地震では宮城県・福
島県へISUTとして派遣

熱海市土砂災害
撮影：内閣府

撮影：内閣府

8月豪雨

福島県沖地震



ISUT（災害時情報集約支援チーム：内閣府と防災科研の協働）
アイサット

https://www.youtube.com/watch?v=tbnneC4ciVU


現場での活用（令和2年7月豪雨）



協働事例①：平成29年北海道胆振東部地震での通信途絶領域解消

内閣府政策統括官（防災

担当）付参事官（防災計画
担当）

「災害時の官民の情報共
有の取組について」（内閣
官房ナショナル・レジリエ
ンス（防災・減災）懇談会、
R2.1.29）より抜粋



協働事例②：令和元年房総半島台風での倒木撤去

ISUT

総務省

KDDI NTTドコモ ソフトバンク

東京電力 防衛省

NTT東日本
共通フォームで
各社とりまとめ

集約・可視化

千葉県

各組織での対応ISUTが電力・通信会社、県、自衛隊等からの情報を集約し、
作成・更新した共通状況図を関係組織が活用



協働事例③：令和元年東日本台風での廃棄物撤去

2019年10月28日 NHK長野「イブニング信州」より

【昼間】市民、ボ
ランティア、行政
が、点在する廃
棄物を集積地ま
で移動

【夜間】自衛隊
が集積地から
地区外に排出

ISUTがボランティア、市、自衛隊等からの情報を集約し、
作成・更新した共通状況図を関係組織が活用



協働事例④：令和2年7月豪雨での孤立集落解消

集約・地図化・提供

関係機関での対策会議

（自衛隊、熊本県）

（熊本県、
各インフラ事業者）

（熊本県）

林道 （林野庁、熊本県）

ISUTが孤立集落の位置、ライフライン復旧状況、道路状況・啓開見込を統合的に
表現、内閣府、防衛省・自衛隊、総務省、国交省等が集まる対策会議での意思決
定を支援。



防災基本計画への位置づけ
ISUT: 2019年5月31日版にて記載

SIP4D: 2021年5月25日版にて記載



防災DXの近未来



Society5.0

https://www8.cao.go.jp/cstp/society5_0/



内閣府HPより引用・抜粋・編集 http://www8.cao.go.jp/cstp/society5_0/index.html

CPS4DSIP4D ※CPS4D: Cyber-
Physical Synthesis for 
Disaster Resilience

災害対応現場が情報を活用する 情報が災害対応現場を牽引する

【情報共有のその先へ】SIP4DからCPS4Dへの展開



CPS4Dの全体像
フィジカル空間で発生している自然・社会の現象をリアルタイムで把握し、

サイバー空間上の「デジタルツイン」で災害動態を解析し、
その結果からフィジカル空間で何をすべきかを「フィードフォワード」することで、

災害対応のデジタルトランスフォーメーション（DX）を実現する技術

※SIP第2期で防災科研が研究責任者
となり、大学・企業等と研究開発中



デジタルツインとは

NHK 明日をかえるナビ
「デジタルが変える！防災の未来」
https://www.nhk.or.jp/ashitanavi/article/10325.html



災害対応に係る
意思決定を支援

SIP4Dに付加する「デジタルツイン」機能

･･･
･･･

技術開発の要件
① 自然動態×社会動態を統合した災害動態をリアルタイムで解析・先読み可能とする
② 現場の要望に即応した解析シナリオやインターフェイスの変更・拡張を可能とする
③ 現場の判断単位(粒度･解像度)で集約し、現場の意思決定に直結する表現を可能とする

災害動態時空間
データベース
DDS-DB

自然動態✕社会動態

･･･

災害動態シンセサイザ
DDS-SY

基本演算機能群

解析シナリオ解析シナリオ

DDS-SY
ラスター演算機能

ベクター演算機能

時系列演算機能

解析データ
浸水想定区域内
曝露建物数推定値

土砂災害警戒区域内
曝露人口推定値

浸水想定区域内
曝露人口予測値

浸水想定区域内
曝露人口推定値

浸水想定区域内
曝露人口変化率

土砂災害警戒区域内
曝露建物数推定値 …

解析シナリオ

解析パラメータ

都道府県
市区町村別
職員負荷係数

推計

浸水想定区域内
曝露人口推計

… …

意思決定支援
情報プロダクツ

災害救助法適用推定

災害救助法適用予測

職員負荷推定

職員負荷予測

激甚災害指定推定…

空間論理演算機能

動態データ

静態データ

解析シナリオ
解析シナリオ

解析テンプレート
社会観測
データ

国勢調査人口

自然✕社会
曝露人口

条件

抽出する

自然観測
データ
実効雨量

抽出しない

浸水想定
区域内
人口

半減期1.5時間実効雨量

半減期72時間実効雨量

流域雨量指数
現況値・予報値

都道府県被害報

解析雨量
現況値・予報値

…

250ｍメッシュ
建物数

250ｍメッシュ
人口

浸水想定区域
ポリゴン

都道府県・市区町村
ポリゴン…

SIP4Dを介して流通する
データをリアルタイムで

変換・蓄積

･･･

現実の再現

DDS-DBのあらゆる
データを解析する

シナリオを自在に作成

DDS-SYの解析結果を
リアルタイムで可視化し

意思決定を支援

災害動態ビジュアライザ
DDS-VI

現実の試行 現実の変革

解析
シナリオ

A

解析
シナリオ

B

解析
シナリオ

C

SIP4Dによる
組織間情報

共有



フィードバックとフィードフォワード

過去 現在 未来

フィードバック：
過去を「振り返り」、改善する

フィードフォワード：
未来を「予測」し、先手を打つ

今、何を
するべきか！



適用事例：対応の「偏り」を防ぐ優先度決定
Before After

支援対象自治体を選定するための定量的指標がない 支援対象自治体候補を定量的指標で優先度決定

 SIP4Dによる解決

 被災建物数推定から災害救助法適用相当自治体を抽出

 その上で職員負荷量を求め支援優先度を決定

 国としての課題

 災害時は報道や断片情報により判断せざるを得ない

 結果として支援が不足する自治体が発生

支援優先度決定ロジック

浸水想定区域内曝露建物数

流域雨量指数曝露人口

1次解析 2次解析

自治体職員職員負荷係数

令和元年東日本台風
（発災1w後時点）

被害総数（左）に対し、
対口支援（右）には大き
な偏りがある
なお、この段階では被
害総数は不明な状況で
の意思決定となる



降雨予測→被害推定→//→自治体別負荷量推計→支援自治体決定

実効雨量

洪水浸水想定区域

建物データ

6時間先の降雨予報

DDS-DB

土壌雨量指数

･･･

DDS-SY DDS-VI
洪水浸水想定区

域内の
メッシュ毎の人口を

求める
①自然静態×②
社会静態
↓

⑤浸水被害脆弱
性

洪水浸水想定区
域内の

実効雨量を求める
①自然静態×③
自然動態
↓

④外水氾濫ハ
ザード

⑥洪水浸水想定区域
内曝露人口を都道府
県別／市町村別に集

計する
↓

⑦都道府県別／市町
村別曝露人口

洪水浸水想定区域内
で50mm以上の実効
雨量に曝される人口を

抽出する
④ハザード×⑤脆弱性

↓
⑥洪水浸水想定区域

内曝露人口

⑦都道府県別／市町
村別曝露人口を地方
公共団体一般職員数

で除す
↓

⑧都道府県別／市町
村別

洪水発生時職員負荷
係数



結び



本日の講演内容

自己紹介・組織紹介

防災DXの方向性と現実の課題
国の構想・計画・提言…デジタルの中の防災、防災の中のデジタル
災害対応の現実…情報はあっても流通しない

防災DXへのはじめの一歩「SIP4D（基盤的防災情報流通ネットワーク）」
状況認識を統一し、「知らない」を無くす
社会実装に向け、現場と協働する「アクションリサーチ」の重要性

防災DXの近未来
Society5.0、サイバー・フィジカルシステムとデジタルツイン
フィードバックとフィードフォワードで「今、何をするべきか！」

結び



終わりに：根幹があってこその実・花でなければならない

2021.5.25 内閣府「防災・減災、国土強靱化新時代の実現のための提言」より抜粋
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